





































































































































































































































三鷹市 武蔵野市 小金井市 合計
2009年度 15 13 12 40
2010年度 15 10 13 38
2011年度 17 16 10 43































自ら 勧められて その他 自ら 勧められて その他 未記入
三 鷹 市 10 5 0 5 10 0 1
武蔵野市 9 4 1 6 1 1 0
小金井市 4 5 1 5 4 2 1
合計 23 14 2 16 15 3 2


















































































































大いに まあまあ 未記入 大いに まあまあ
三 鷹 市 7 7 1 10 6
武蔵野市 10 4 0 4 4
小金井市 9 1 0 6 6
合計 26 12 1 20 16
％ 66.7％ 30.8％ 2.5％ 55.6％ 44.4％
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大学・行政・社協の協働による，地域福祉活動の核となる住民養成「地域福祉ファシリテーター養成講座」の取り組み
７．具体的な地域福祉活動の創出へとつな
がる要因
　本講座が住民による具体的な地域福祉活動の創
出へつながる講座として展開できている要因は何
か，以下に整理する。
⑴　３市の住民が共に学んだことにより，行政区
域を越えた仲間づくりができ，視野が広がった
こと
　講座前半の夏期グループ学習において３市混合
のグループで学習したことにより，受講生は自ら
居住する市以外で地域活動を展開している受講生
と知り合い，自らが感じている地域の課題につい
て意見交換を行い，既に地域で行われている様々
な取り組みについて情報を共有した。このことは
受講生同士の行政区域を越えた仲間づくりにつな
がったと同時に，居住する市と近隣市を比較し，
自らが居住する市のよさと抱える課題への気づき
へとつながった。
　講座修了時の受講生へのアンケートにおいて
も，「自分の市と他市を比較することで学ぶこと
が大変多くあった」「普段は会うことのない他市
で活躍している皆さんと勉強する機会ができ，抱
えていること，同じ悩みなど話合い，これからの
活動にいかせたらいいなあと思いました」等の回
答が寄せられ，３市合同で学んだことが受講生の
視野を広げ，活動に携わる意欲の向上へとつな
がったことが伺えた。
⑵　大学が持つ授業ノウハウを生かし，演習を中
心としたプログラム
　本学は大学の授業カリキュラムの中で多くの演
習を行っている。このノウハウを生かし，講座を
ワークショップ形式の演習を中心とした内容にし
た。「話合いの進め方，意見交換，意見の引き出
し方等，大変参考になりました」「情報の集め方，
分析の考え方，問題の見つけ方，課題解決に向け
て優先順位の決め方，頭の中で整理組み立ててい
く仕組みについてまなぶことができた」等，受講
生は演習を体験することを通じて，ファシリテー
ターとしてどのように活動を企画し，メンバーの
合意形成を行い展開していくか，その手法を学ん
でいることが伺える。
⑶　講座の後半のグループ学習は，同じ市のメン
バーで構成し，実行可能な活動を企画する内容
にしたこと
　講座の後半の冬期グループ学習では，講座修了
後，引き続き企画したメンバーで活動が実行でき
るよう，グループメンバーを同じ市の住民で構成
した。そして，地域の課題について共に考え，実
際にある社会資源を活用して，できるだけ具体的
で実行可能な活動を企画する内容のグループワー
クを行った。同じ市に住む者同士が共に企画する
作業を通じて，講座修了後に企画した活動を実際
に展開することへのモチベーションが高まり，引
き続き修了生が主体的に集まり活動展開に向けて
話し合いを続け，実行されている。
⑷　講座修了後の社協によるフォローアップ
　講座修了後，地域福祉ファシリテーターとなっ
た修了生が，企画した活動を展開していくプロセ
スにおいて，社協がフォローアップしている。具
体的には，打合せ会の開催や，活動の広報，資金
や機材の援助，様々な情報提供等である。社協
が，メンバーの主体性を大切にしながら，こうし
たフォローアップを行うことも，活動の実現につ
ながっているといえる。
　また，受講生が講座修了後に実際に展開する活
動に対しては，社協および大学が名義後援するこ
ととし，その活動が地域での理解を得られるよう
にサポートしている。
⑸　「大学」を学習の場としたこと
　1つの市の行政や社協主催でこうした講座を行
うと，ともすると受講生が受け身的になったり，
または行政や社協に「押しつけられている」と感
じてしまったりするリスクがある。本講座は，行
政区域を越えて学び合うため，受講生は，自らの
地域が抱える課題を，他市の住民との意見交換を
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通じて客観的に学ぶことができている。また，学
ぶ場を「大学」とし，地域福祉・地域開発を専門
とする教員が講義・演習を展開したことは，受講
生が学問的に「新たな支え合い活動」の必要性を
学び，実感することへとつながっている。このこ
とが，受講生が自らの意志で活動を企画し，講座
修了後も自らその活動実現にむけて動き出す力を
生み出すことにつながっているのではないかと考
えられる。
８．今後の課題
　本講座は，当初３カ年のモデル事業として開始
したが，2012年度以降も引き続き７者協働で実
施していく予定で，今後本講座をどのように展開
していくか，現在7者で協議を行っているところ
である。その協議の中では，以下の４点が課題と
して主に指摘されている。
⑴　受講生の開拓
　受講生は３市社協が募集と取りまとめを行って
おり，この３カ年は，ボランティアや民生委員，
地域団体の役員など，市行政や市社協となんらか
のつながりがある住民が受講することがほとんど
であった。しかし今後は，これまで地域活動には
あまり参加していなかった新たな人材に受講して
ほしいという社協からの意見もあり，こうした
「地域活動デビュー層」に配慮した内容も盛り込
む必要がある。
⑵　講座の名称
　⑴の課題とつながるが，今後新たな受講生を開
拓していく際に，「地域福祉ファシリテーター」
というものがどういうものであるか，講座名を見
ただけでは住民に伝わりにくいという意見が，行
政・社協から寄せられている。講座を企画した段
階では，あえて「活動のリーダー」ではなく「地
域の福祉活動の促進者＝ファシリテーター」を養
成したいという思いからあえてこの名称にした
が，受講生を公募する際に，住民がその名称だけ
では講座修了後の具体的な活動内容をイメージし
にくいことも事実であり，講座名称にサブタイト
ルをつける等の工夫が求められる。
⑶　講座の実施期間と回数
　受講生にとって，8 ヶ月間の講座期間は長く，
また全体８回+グループ学習という講座回数も多
く，負担であるという意見も寄せられている。一
方，「地域福祉ファシリテーター」として地域で
「新たな支え合い活動」を展開していくスキルを
学ぶためには，一定の時間数と小グループでの丁
寧な指導が必要であり，受講生の負担とスキルを
学ぶために必要な時間との兼ね合いを考慮し，講
座の期間と回数についても検討していくことが求
められる。
⑷　大学としての修了生のフォロー　
　講座最終日に行ったアンケートでは，「学んだ
こと，現実の中でぶつかる困難，半年後ぐらいに
複数というかスキルアップというか，または学ぶ
機会があるとうれしいです」「同窓会のような組
織を作っていただき，常に新しい情報を交換でき
る場を作っていただきたい」という，講座修了後
のフォローアップを求める意見が受講生から複数
寄せられた。これをうけて，修了生と受講生の交
流の機会として「茶話会」を2010年度から実施
しているが，修了生が展開する活動が少しずつ定
着し始めていることをふまえ，修了生が一堂に集
い，活動報告や情報交換を行う場を設けること
も，今後の検討課題である。
　大学が，３つの市行政・市社協という，行政区
域の枠を超えて協働し，地域福祉活動の核となる
住民を養成するこの取り組みは，全国的にもあま
り例がないものである。地域住民同士のつながり
が弱くなり，社会的な孤立・孤独が課題となって
いる現代，この講座を修了した「地域福祉ファシ
リテーター」によって，住民同士の支え合いの活
動が地域で次々と新たに展開されていることは，
本講座の成果として大いに評価できよう。2012
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年度以降の講座は，これまでのプログラムをより
充実させ，新たな活動者の開拓も含め発展させて
いくことが，求められている。
注
1） 本学・コミュニティ人材養成センターは，本学の
社会貢献・地域連携活動の拠点として，コミュニ
ティにおける「人に関わる人材」の養成活動を展
開することを目的に，学院創設100周年を記念して
本学附属機関として設立されたものである。なお，
本講座に関わっている教員は，和田敏明，原島博，
福島喜代子，秋貞由美子の4名である。
2） 原稿執筆時（2011年11月時点）は2011年度の講座
はまだ実施中であるため，一部途中経過のデータ
である。
3） 参考：特定非営利活動法人　日本ファシリテー
ション協会ホームページ　https://www.faj.or.jp/
